
熊本市新型コロナウイルスワクチンの
住民向け接種に係る説明会【第２回】

令和３年（２０２１年）2月2０日
健康福祉局保健衛生部

感染症対策課

※ 令和３年（２０２１年）２月１９日現在の情報であり、今後、変更となる場合があります。



１ 熊本市のワクチン接種体制について

２ 各種手続き・事務処理について

説明会構成

P１～

P●～

P９～



１ 熊本市のワクチン接種体制について

事業の目的

新型コロナウイルスワクチンの接種を行うことで、新型コロナウイルス感染症を予防し、死亡者や重症者
の発生をできる限り減らし、結果として新型コロナウイルス感染症のまん延の防止を図ることを目的とする。
また、新型コロナウイルスワクチンの供給が可能になった場合に、速やかに市民に対する接種ができるよ
う体制確保を行う。
なお、ワクチンの保管方法等に条件があるため、ワクチンの特性に応じた接種体制の整備が必要となる。

接種順位

６５歳以上高齢者

医療従事者等

高齢者施設に従事する者

基礎疾患を有する者

その他一般の者

○ 高齢者が入所・居住する介護保険施設、居住系介護サービス施設において、利用者に直接接する職員。
※ サービスの種類・職種は限定しない。

○ 病院・診療所において、新型コロナウイルス感染症患者（疑い患者含む。以下同じ。）に頻繁に接する
機会のある医師その他の職員。 ※ 診療科、職種は限定しない。委託業者も医療機関の判断により可。
○ 薬局において、新型コロナウイルス感染症患者に頻繁に接する機会のある薬剤師その他の職員。
※ 店舗販売業務等と併設されている場合、薬剤師以外の職員については、専ら薬局に従事するととも
に、主に患者の対応を行う者に限る。

○ 新型コロナウイルス感染症患者を搬送する救急隊員等、海上保安庁職員、自衛隊員

○ 自治体等の新型コロナウイルス感染症対策業務において、新型コロナウイルス感染症患者に頻繁に接
する業務を行う者（患者と接する業務を行う保健所職員、検疫所職員等、宿泊療養施設で患者に頻繁に
接する者、自宅・宿泊療養施設や医療機関の間の患者搬送を行う者）

○ 慢性の呼吸器の病気、心臓病、腎臓病、肝臓病等で通院・入院している者
○ BMI３０以上の肥満の者
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★ 入所高齢者と同時期に接種

高齢者施設等に従事する者（６５歳以上の高齢者と同時期に接種する方を除く）
○ 高齢者が入所・居住する障害者施設・救護施設等において、利用者に直接接する職員。
※ サービスの種類・職種は限定しない。



１ 熊本市のワクチン接種体制について

P ２

全体業務フロー

接種券
予診票

地域集団接種会場設置

県の役割

市町村の役割

相談窓口

専門相談

市民向け

支払代行機関経由
（熊本市外分）

コールセンター

請求支払

接種券
予診票

地域集団接種

予約管理
システム

事前予約

国の役割

V－SYS

接種券
予診票

日本医師会全国知事会

予防接種業務委託（集合契約）

医療従事者等の
接種体制整備

ワクチン製造

物流調整・ワクチン確保

情報共有

予約不要

熊本県 卸売業者 海外メーカー

接種券
予診票

個別接種

熊本市 公的施設

医療機関

接種

接種

※市への代行依頼可能

協力医療機関

施設集団接種

高齢者施設 等

情報共有

集団接種

輸入・ワクチン確保

分配

分配

コールセンター

相談窓口

医療機関向け
≪手続き関係≫

コールセンター

コールセンター

※熊本市独自



６月

P ３

接種スケジュール

４月３月２月１月時 期

接種券発送

５月 ７月～９月

医療従事者等なし 高齢者 高齢者以外

優 先 接 種 期 間

※国が定める様式を職域で発行

ワクチン接種
（被接種者）

ワクチン種類
ファイザー社

※ 供給時期・量等が未定の中で、国の動向をみながら想定したもの

モデルナ社

アストラゼネカ社

接種体制

市内６か所設置予定

ディープフリーザー９台

医療従事者等の接種体制整備
（熊本県が調整）

集合契約

医療従事者等への接種
医療機関提出期限

住民への接種
医療機関提出期限

※ その後も随時受付

地域集団接種

基本型接種施設

モデルナ社・アストラゼネカ社
ワクチン取扱い医療機関

約22,000人

約３６,000人

約３６６,000人

ディープフリーザー１３台

６５歳以上高齢者

ディープフリーザー７台

２月中旬 ３月上旬

ディープフリーザー１５台

サテライト型接種施設

１ 熊本市のワクチン接種体制について

高齢者施設従事者 約１１,000人

当面の間はファイザー社のみ

医療従事者等
約１９０,000人

基礎疾患保有者等

その他一般（１６歳以上）



接種体制の検討

新型コロナウイルスワクチンについては、供給量や保管方法等の
課題があり、医療機関における個別接種の、実施が可能な医療機
関が限定されると全国的に懸念されている。

P ４

しかし、熊本市においては、新型コロナウイルスワクチンの接種の
実施にご協力いただける医療機関が多数存在する。

よって、この熊本市特有の医療資源を最大限活用し、身近な医療
機関において個別接種を実施するための体制を整備を行う。

また、医療機関での接種体制が少ない土日祝日や接種のピーク
時において、市民の接種機会を確保するため、地域集団接種の実
施を検討する。

１ 熊本市のワクチン接種体制について



P ５

【サテライト型接種施設】

【基本型接種施設】

基本型接種施設１カ所につき
３か所程度

＜対象＞住民

（ディープフリーザー）

＜場所＞同一市内（移送時間３時間以内）

冷蔵（２～８℃）

【移送物品】
・ワクチン本体
・付属文書（添付文書、シール等）
・0.9％生理食塩水
・注射針、シリンジ

保管期限（解凍後５日）以内に必ず使用。保管期
限を上回らないよう、移送日と使用日ごとの使用数
を記録するほか、原則として１～２日間で使用する
分ごとに移送

＜移送の方法＞

１つの基本型接種施設 ＋ ３つのサテライト型接種施設
計 ４つの医療機関において１０日間で９７５回の接種

● 小分けのワクチンの移送は、基本型医療機関又はサテラ
イト型医療機関で行う必要がある。
● 基本型接種施設とサテライト型接種施設のマッチングが
必要

１ 熊本市のワクチン接種体制について

● ワクチン管理を行う必要があるため、基本型接種施設の
業務が大きい。

国の当初の見解では、基本型接種施設１か所につき、サテライト型接種施設の上限数が３か
所までとされており、基本型接種施設とサテライト型接種施設をマッチングして、多数のグルー
プを構築する必要があった。

国の当初の見解に基づく接種体制の課題

国の当初の見解に基づく接種体制

管理台帳
ワクチン

医療機関同士でグループ化 多数

● 個別接種について



【サテライト型接種施設】

【基本型接種施設】
（ワクチン配送拠点）

サテライト型接種施設への
小分け配送を熊本市で一元管理

・・・・・・

【基本型接種施設】

※ ディープフリーザーを設置する接種数の大
きな医療機関

市が契約した配送業者による冷蔵配送

サテライト型接種施設分も
含め大量のワクチンを納入

自院で使用する分のみの
ワクチンを納入

サテライト型接種施設の上限数は目安であり、ワクチンの管理を適切に実施するとともに、無
駄なく使用できるよう接種する場合には、必要に応じ、サテライト型接種施設を増やすことがで
きる旨の国の新たな見解を受け、熊本市独自の接種体制を検討。

ファイザー社
（国内倉庫）

１ 熊本市のワクチン接種体制について

● 基本型接種施設の業務負担軽減と協力医療機関のさら
なる確保。

● 基本型接種施設とサテライト型接種施設の複雑なマッチ
ングが不要。
● マッチングが難しい小規模医療機関を含めた、本市の医
療資源を最大限活用し、市民の接種機会を拡充。

● 配送業者による効率的で確実な配送を実施。

ディープフリーザーで保管して
自院のみのスケジュールで実施

《最大２か月保管可能》

熊本市の独自接種体制で期待される効果

熊本市の独自接種体制

P ６

● 個別接種について

● 基礎疾患を把握するかかりつけ医や身近な医療機関で
安心して接種を実施。



P ７

１ 熊本市のワクチン接種体制について

● 施設集団接種について

協力医療機関
（サテライト型接種施設）

基本型接種施設
（ワクチン配送拠点）

診療所扱いの施設
（サテライト型接種施設）

開設

訪問診療

協力医療機関がある
かつ

訪問診療による接種可能

施設の医師による
接種可能

左記以外の施設

来院が困難な施設では、インフルエンザ等の予防接種の方法と
同様に、日頃から施設と協力している医療機関により接種を実施
する。（Ⓑ・Ⓒ）
それ以外の施設については、熊本市から健診機関等へ業務委
託し、巡回接種により接種を実施する方法を検討中。（Ⓓ）

A B C

協力医療機関
（サテライト型接種施設）

医療機関へ
来院して接種

D

個別接種

個別に医療機関への来院が可能な施設（サービス付き高齢者
向け住宅等）は、個別接種と同様の流れで接種を実施する。(Ⓐ）

個別接種
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１ 熊本市のワクチン接種体制について

● 地域集団接種について

運営業務（事務スタッフ）接種業務（医療従事者）

● 予約受付 ※市で一元化を検討中

● 被接種者（車両）の誘導・案内
● 受付・本人確認・予診票の記載指導

● 予診
（接種の可否の判断）

● ワクチン接種
● 予診票・接種券の回収
● 接種済証の交付 等

会場確保

● 施設借り上げ
● 冷蔵庫設置

● 診療所開設届
等

公的施設等
（体育館 等）

【熊本市が診療所を開設】

【人員確保・スケジュール調整】

＜運営業務＞

※業務委託で実施

【地域集団接種業務】

医師会

企画運営業者

熊 本 市

接種業務委託

設営・運営業務委託

報酬 スケジュール調整

実績報告

支払

実績報告・請求

実績報告・請求

支払

監督・指導

行政医師チーム

医師会員等

接種業務

確保

＜接種補助業務＞＜接種業務＞

接種補助業務（有資格者）

● 副反応への対応 等

● ワクチンの管理・充填

● 状態観察

【業務の監督・指導】
【医療従事者の確保・接種業務】

医療機関での接種体制が少ない土日祝日や接種のピーク時において、市民の接種機会を確保するため、
地域集団接種の実施を検討する。



１ 熊本市のワクチン接種体制について

２ 各種手続き・事務処理について

説明会構成

P１～

P●～

P９～



① 集合契約（委任状の提出）

① 予約受付管理

② 予防接種時の事務

② ワクチン接種円滑化システム（V－SYS）の入力

③ 実績報告・接種費用の請求

個別接種の実施にあたっては、各医療機関において、次の各種手続き・事務処理
が必要となる。

P ９

Ⅰ 初回登録時の手続き・事務処理

Ⅱ 定例的な手続き・事務処理

２ 各種手続き・事務処理について



２ 各種手続き・事務処理について

P１０

初回登録時の手続き・事務処理フロー図

集合契約（委任状の提出） V-SYS入力（医療機関情報の登録）

ワクチン接種契約受付システムの入力

必要事項入力 基本情報シート①の提出

医療機関で行う場合 熊本市に依頼する場合

委任状の出力

必要事項入力

委任状へ押印

委任状の出力

医療機関へ郵送

委任状の提出

請求委任及び口座振替依頼書の提出

医師会

熊本市

熊本市

熊
本
市
で
代
行

V-SYSの入力

※ 医療機関で行うこと

Ⅰ 初回ログイン

Ⅱ パスワード設定

Ⅲ 再 ロ グ イ ン

Ⅳ 医療機関登録

修正する場合

１ ２

医療従事者向け接種を実施する連携型医療機関で既に委任状の提出やV-SYSの登録が
お済みの医療機関は、「請求委任及び口座振替依頼書」のみ熊本市へ提出する。

ワクチン接種契約受付システムに登録した
アドレスにメールが届く

※医療機関のみ入力可能な事項あり

Ⅴ 医師情報登録

修正する場合



２ 各種手続き・事務処理について

P１１

① 集合契約（委任状の提出）方法について
・ 新型コロナウイルス感染症の予防接種については、実施主体が市町村となっていることから、医療機関
で実施するためには、市町村と医療機関との間で委託契約を締結する必要がある。
・ 契約が複雑化しないように、「全国知事会」と「日本医師会（及び都道府県）」が各市町村・医療機関の代理
人として契約する「集合契約」の形で行う。（契約内容は全国統一）
＜集合契約のイメージ＞

医師会

熊本県医師会

再委任

委 任

熊本市医師会所属

医療機関

とりまとめ団体

団体所属

医療機関
とりまとめ団体無所属

医療機関

熊本市

【集合契約】

再委任 熊本県

日本医師会
全国知事会

熊本県

熊本市

（１）ワクチン接種契約受付システムのURLを入力する。
（２）入力フォームに「医療機関コード」、「担当者情報（担当者名、役職、電話番号、メールアドレ
ス）」、委任先（熊本市医師会）、「取り扱うワクチンの製造会社」を入力する。

（３）PDFで出力される委任状を印刷して、委任先に郵送する。

自院にてウェブサイトで委任状を出力する場合

基本的に熊本市で代行で出力する
（１）医療機関基本情報シート①を熊本市に提出する。【様式は熊本市HPに掲載予定】
（２）熊本市で委任状を出力し、医療機関へ郵送する。
（３）医療機関で、押印の上、委任先に提出する。

委任先

Ⅰ 初回登録時の手続き・事務処理



２ 各種手続き・事務処理について

P１２

● 熊本市に代行入力を依頼する場合

医療機関基本情報シート①を熊本市に提出する。１

２

➡ 後日、熊本市から委任状を医療機関へ送付し
ます。

契約代表者の印を押印の上、委任先に提出する。
※ 必ず写しを医療機関で保管してください。

（様式は熊本市HPへ掲載予定）

このアドレスに仮登録のメールが送信される。２４時間以内に再ログインが必要。

➡ 熊本市で代行入力する。
※ 登録から２４時間以内に再ログインが必要。



P１３

≪ワクチン接種契約受付システムの操作手順≫

※ ワクチン接種契約受付システムのURL
【https://cont-mhlw.force.com/mhlw/vs_ininJyoTouroku】

１
※ 介護医療院又は介護老人老人施設の場合は、介護保険事
業所番号を入力する。

※ 介護医療院又は介護老人老人施設の場合

※ 保険医療機関の指定を受けていない医療機関は、コード設
定が必要なため、サービスデスクにご連絡ください。

２ 契約代表者役職・氏名を入力
※ 理事長、院長 など

３

４

医療機関コードを入力し、 をクリック

担当者情報を入力

委任先を選択

【医師会に所属している場合】
➡ 熊本市医師会 ・ 鹿本医師会

【とりまとめ団体に属していない場合】
➡ 熊本市

※ 契約事務を担当する方の、「氏名（必須）」、「担当部署名」、
「電話番号（必須）」、「メールアドレス（必須）」、「FAX番号」
を入力する。

※ 医師会に所属する場合は、「熊本市医師会」もしくは「鹿本
医師会」を選択する。

※ とりまとめ団体に属さない場合は、「熊本市」を選択する。

※ 医師会以外のとりまとめ団体に所属している
場合（不明ば場合は、熊本市） 【参考：医師会以外のとりまとめ団体】

・ 日本人間ドック学会 ・ 結核予防会
・ 日本総合健診医学会 ・ 予防医学事業中央会
・ 全日本病院協会 ・ 全国労働衛生団体連合会
・ 労働者健康安全機構 ・ 国立大学付属病院長会議
・ 全国公私病院連盟 ・ 全国自治体病院協議会
・ 地域包括ケア病棟協会 ・ 日本医療法人協会
・ 日本社会医療法人協議会 ・ 日本私立医科大学協会
・ 日本精神科病院協会 ・ 日本病院会
・ 日本慢性期医療協会 ・ 国立病院機構
・ 日本リハビリテーション病院・施設協会
・ 地域医療機能推進機構 ・ 国立がん研究センター
・ 国立循環器病研究センター
・ 国立精神・神経医療研究センター
・ 国立国際医療研究センター
・ 国立成育医療研究センター
・ 国立長寿医療研究センター

「基本型」、「サテライト型」を選択

５

６ ①～⑤を入力後「確認」をクリック

２ 各種手続き・事務処理について

● 医療機関で入力する場合

https://cont-mhlw.force.com/mhlw/vs_ininJyoTouroku


２ 各種手続き・事務処理について

P１４

７ 内容確認画面が表示されるので、確認する

８ 委任状の出力（PDF）をクリック

９ 登録画面が表示されるので、OKをクリック

登録画面が表示されるので、OKをクリック１０
ダウンロードされたPDF ファイルを開き、内容を確認のう
え、印刷してください。

※ 必ず写しを医療機関で保管してください。



２ 各種手続き・事務処理について

P１５

● 請求委任及び口座振替依頼書の提出（委任状と同時期に熊本市へ提出する書類）

１

３

接種費用の振込先口座の確認

予約受付方法の確認

医療機関の業務負担を軽減するため、請求
事務を熊本市（感染症対策課長）が代行して、
とりまとめて行います。

感染症対策課長への請求委任

２

詳細はP２５で説明

詳細はP３１で説明

※ 医療従事者等向け接種のみを行う医療機関であっても
①②の確認が必要なため、「請求委任及び口座振替依
頼書」の提出が必要



P １６

医療機関の入力項目

● ワクチン在庫等の登録

【国説明会資料抜粋】

２ 各種手続き・事務処理について

② ワクチン接種円滑化システム（V－SYS）の入力

● 医療機関情報の登録

● 接種実績の登録 全て熊本市で代行入力
※ 詳細は、P３１

★ 初回ログイン時（適宜、変更可能）

★ 定例的な事務処理

医療機関で入力
※ 医療機関でのみ入力ができる項目があるため、医療機
関での入力が必要。



２ 各種手続き・事務処理について

P１７

≪ワクチン接種円滑化システム（V-SYS）の操作手順≫Ⅰ 初回ログイン

① ワクチン接種契約受付システムに登録した
メールアドレスに👈のメールが届く。
※ 受診から２４時間以内に初回ログインが必要

② メールを開く。

③ URLをクリックする。

④ 「ログイン初期設定」画面が表示される。

⑤ 自動的に👈のメールが届く。

⑥ 「ログイン初期設定」に戻り、「確認コード」を
入力する。

⑦ 「個人情報同意画面」が表示される。

⑧ 「同意する」に☑を付け、次へをクリック。
※「厚生労働分野における個人情報の適切な取扱いのためのガ
イドライン等」をご確認ください。

Ⅲ 再ログインで必要（P１９）

※このメールは削除しないこと

ワクチン接種円滑化システムV-SYS操作マニュアル【第１版】抜粋



２ 各種手続き・事務処理について

P１８

≪ワクチン接種円滑化システム（V-SYS）の操作手順≫
Ⅱ パスワード設定

① 「新しいパスワード」を入力する。

※ パスワードは、（ⅰ）～（ⅳ）のうち３つ以上
の条件を含む８文字以上のもの

（ⅰ）アルファベット大文字

（ⅱ）アルファベット小文字
（ⅲ）数字
（ⅳ）特殊文字

【例】 「 K a n s e n 4 4 0 」

（ⅰ） （ⅱ） （ⅲ）
👈条件３つ以上

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 👈８文字以上

② 「新しいパスワード」を再度入力する。

③ 「セキュリティの質問」から任意のものを選択
する。

④ 「回答」に③で選択した質問への回答を入力
する。

⑤ 「パスワードを変更」をクリックする。

⑥ 「携帯電話を登録」画面が表示されるので、
「電話を登録しません」をクリックする。

ワクチン接種円滑化システムV-SYS操作マニュアル【第１版】抜粋



２ 各種手続き・事務処理について

P１９

≪ワクチン接種円滑化システム（V-SYS）の操作手順≫Ⅲ 再ログイン

ワクチン接種円滑化システム（V-SYS）のURL
【https://v-sys.my.salesforce.com】

👈V-SYSのURLを開く

① 「ユーザ名」と「パスワード」を入力する。

※ ユーザ名：P１７参照
※ パスワード：P１８参照

③ 「メール確認コード入力画面」が表示される。

② ログインをクリックする。

④ 自動的に👈のメールが届く。

⑤ 「メール確認コード入力画面」に戻り、「確認
コード」を入力する。

⑥ 「個人情報同意画面」が表示される。

⑦ 「同意する」に☑を付け、次へをクリック。
※「厚生労働分野における個人情報の適切な取扱いのためのガ
イドライン等」をご確認ください。

ワクチン接種円滑化システムV-SYS操作マニュアル【第１版】抜粋

https://v-sys.my.salesforce.com/


２ 各種手続き・事務処理について

P２０

≪ワクチン接種円滑化システム（V-SYS）の操作手順≫Ⅳ 医療機関情報の登録

👈 ホーム画面が表示される。

① 「この医療機関の情報をみる」をクリックする。

③ 「編集」をクリックする。

② 「医療機関・接種会場」画面が表示される。

👈 「医療機関・接種会場の編集」画面が表示さ
れるので、情報を入力する。

詳細はP２１

ワクチン接種円滑化システムV-SYS操作マニュアル【第１版】抜粋



２ 各種手続き・事務処理について

P２１

Ⅳ 医療機関情報の登録（つづき）

必須事項

【行
入
力
可
】

任意事項であるが、代行入力不可

代行入力不可

① 各項目へ入力する。

【

代
行
入
力
可

】

② 「申請・保存」をクリックする。

代行入力可能な項目については、お問い合
わせいただければ、市で代行入力します。
※アカウントの取得に時間がかかるので、対応可能時期は未定

👈 「医療機関・接種会場の編集」画面
が表示される。

③ サイトからのメッセージ（申請確認）が表示
されるので、「OK」をクリックする。

④ サイトからのメッセージ（申請完了）が表示
されるので、「OK」をクリックする。

ワクチン接種円滑化システムV-SYS操作マニュアル【第１版】抜粋



２ 各種手続き・事務処理について

P２２

Ⅴ 医師情報の登録
接種を担当する医師には新薬を使用するに当たっての情報提供
を行うことになっていることから、接種医が分かった時点で、できる
限り事前に氏名やメールアドレスの入力が必要。

👈 ホーム画面が表示される。

① 「この医療機関の情報をみる」をクリックする。

② 「医療機関・接種会場」画面が表示される。

③ 「新規医師情報」をクリックする。

④ 「医療機関・接種会場の編集」画面が表示さ
れるので、情報を入力する。

⑤ 「保存」をクリックする。

接種を担当する医師全員を登録する

ワクチン接種円滑化システムV-SYS操作マニュアル【第１版】抜粋



※ 接種券を貼付した予診票を
ワクチンを配送する業者へ受け渡す

２ 各種手続き・事務処理について

P２３

定例的な手続き・事務処理フロー図

医療機関で行う場合 熊本市に依頼する場合

予約者数連携

予診票
（接種済）

予約受付管理
１

※ 予約状況をもとにワクチンを配送

接種
２

実績報告（接種費用）
３

※ 医療機関で行うこと

※ 接種実績をもとに接種費用を支払

予約受付管理
１

定期的なサイクルで繰り返し行う



２ 各種手続き・事務処理について

P２４

① 予約受付管理 【医療機関における予約受付方法とワクチンの配送について】

Ⅱ 定例的な手続き・事務処理

予約受付オペレーション

電話

WEB

コールセンター

熊本市HP

予約受付サイト 医療機関一覧 オンライン受付

コールセンターへ電話

医療機関へ電話

医療機関を案内

コールセンターで受付

※ 医療機関でのみ受付を行う場合

※ 医療機関でのみ受付を行う場合

※ オンライン受付を行う場合

医療機関確認

Landing Page

※ オペレーターによる希望の
医療機関をヒアリング

※ 医療機関ごとの予約受付方
法を記載

予約受付の案内は「新型コロナワクチンコールセンター」と「予約受付サイト」に集中させ、

医療機関への問い合わせを少なくすることで負担軽減を図る

・ YouTube
・ Yahoo!ニュース
・ LINEニュース など



＜熊本市新型コロナワクチンコールセンター＞

２ 各種手続き・事務処理について

A B C医療機関の既存の
予約受付の仕組みを活用

市が導入するツールを使って
医療機関で予約受付

市に予約受付を代行依頼

IDとPASSを付与

※ 医療機関でPC、インター
ネット環境の準備が必要です。

１

インターネット環境があり、
閲覧・操作は可能

インターネット環境がない等、
閲覧・操作が不可能

２

IDとPASSを付与

予約枠を入力

予約状況更新 予約者リストを送付

予約枠を連絡

予約受付システムにより各医療機関のワクチン所要量（予約数）を把握各医療機関のワクチン所要量（予約数）を確認

ワクチン所要量を確認

情報提供
シート

予約者リスト
ワクチンセット

＜医療機関ごとに小分け＞

P２５
※ 基本型接種施設は、ファイザー社から直接配送される。

詳細はP２７

医療機関における業務負担軽減のため、熊本市で予約受付業務の代行が可能
さらに

C

熊本市が導入するシステムの活用を推奨しています。

Ⓒ-②の場合



２ 各種手続き・事務処理について

P２６

≪ワクチンの配送スケジュールについて≫

サテライト型接種施設の場合 （ファイザー社）

● 熊本市が管理するワクチン配送拠点から医療機関へ配送

● 週に２回程度（火・金曜日）の配送を想定

【基本的な配送スケジュールの考え方】

※ 実際には、土日祝日など開院日を考慮して、具体的なスケジュールを作成する。

所要量
確認日

小分け・配送日 接種日 予備日

１日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目

保管期間

【参考：スケジュール表イメージ】



２ 各種手続き・事務処理について

P２７

≪ワクチンと一緒に配送するものについて≫

〇 ワクチン
〇 ワクチンに付随する書類（添付文書等）
〇 希釈用生理食塩液
〇 接種用の注射針（２５G）

配 送 物 （ 国 支 給 分 ）

保冷ボックス（外観） 保冷ボックス（内側） 保冷剤の配置
アルミ内箱 バイアルホルダー

【アルミ内箱ごと冷蔵庫で保管】
保冷ボックスから取り出す

配 送 用 保 冷 ボ ッ ク ス の イ メ ー ジ

ワクチン到着後は、すみやかに冷蔵庫で保管する

サテライト型接種施設で記入

〇 シリンジ



２ 各種手続き・事務処理について

≪熊本市が導入する予約受付システム≫

⚫ シンプルで分かりやすい画面・操作方法

⚫ 予約受付業務の補助機能が充実
・ １回目に接種したワクチンと違う種類のワクチンを取り扱う医療機関に予約しようとすると警告が表示される。

https://saichat.jp/covid19/vaccine-reservation/#/
● Ｓｃｉｓｅｅｄ（サイシード）

システムは現在準備中のため操作方法等の詳細は後日熊本市HPでお知らせします。

≪ 市 民 の 操 作 画 面 イ メ ー ジ ≫

（ Ｓｃｉｓｅｅｄ ＨＰ記事 「コロナワクチン接種予約管理システムの使い方を紹介」）

・ 接種間隔の条件に合わない予約をしようとすると警告が表示される。 など

P２８

https://saichat.jp/covid19/vaccine-reservation/#/


② 予防接種時の事務

新型コロナウイルス感染症の予防接種については、原則として住所地の市町村で接種を受けることと
なっているので、受付時に接種券と本人確認書類（運転免許証、被保険者証等）で熊本市民であるかの
確認が必要。 ※ 接種券交付後に転出した方は、新しい住所地で接種を受ける必要がある。

● 接種前の確認

P２９

熊本市外住民の接種可能な例外的な取り扱い

≪ 届出が必要な場合 ≫
※居住地外接種証明書の確認が必要

● 出産のために里帰りしている妊産婦、遠隔地
へ下宿している学生、単身赴任者 等

● 医療機関に入院している場合や施設に入所
している場合

≪ 届出が不要な場合 ≫

熊本市外住民であっても、次のような事情のある方は、例外的に熊本市で接種することができるので、
来院者が、熊本市外住民の場合には、その方の事情の確認が必要。
なお、事情に応じて、熊本市への届出が不要な場合と必要な場合がある。

※ 熊本市の場合は、原則として事前予約制としており、予約時に事情を確認していることから、予約をし
て来院している方は接種可能である。

不明な点があれば、熊本市新型コロナワクチンコールセンターへ確認する。

熊本市

熊本市外住民
届出接種

居住地外接種
証明書

● 基礎疾患を持つ者が主治医の下で接種する
場合

● 災害による被害にあった場合、 拘留又は留
置されている場合等

２ 各種手続き・事務処理について



① 予診票に、接種券のシールを貼付。

③ 予診票の医療機関控え（複写２枚目）を医療機関にお
いて保管。

P３０

● 接種後の確認

④ 接種済証にワクチン名・ロット番号のシール（大）を貼
付。

２ 各種手続き・事務処理について

接種券・接種済証 （市民が医療機関に持参するもの）予診票

ワクチン名・ロット番号シール

② 予診票に、ワクチン名・ロット番号のシール（小）を貼
付。

⑤ 接種済証に接種日・医療機関名を記載する。



２ 各種手続き・事務処理について

P３１

＜ワクチン接種・予診票回収＞

予診票

＜予診票受渡＞ ＜集計・仕分け＞

＜熊本市分支払＞

支払代行機関

熊本市

医療機関

＜熊本市外分支払＞
予診票

請求総括票

＜熊本市外分請求＞

他市町村

１

２ ３ ４

５
６

実績報告・接種費用の請求の流れ

② 定期的にワクチンを配送する業者に予診票（熊本市外住民分を含む）を受け渡す。
③ 熊本市で接種実績を集計し、熊本市分、熊本市外分を仕分けする。
④ 熊本市で全ての医療機関分の接種実績をV-SYSに代行入力する。

① 医療機関でワクチン接種を行い、予診票を回収する。

⑤ 熊本市分の接種費用をそれぞれの医療機関に支払う。
⑥ 熊本市外分の接種費用をそれぞれの市町村別に集計した総括票を作成して、支払代行機関に提出す
る。

ワクチン接種の実績報告と接種費用の請求は、医療機関の業務負担軽減の観点から、熊本市で代行し
て行うため、医療機関での事務処理は不要である。

＜実績入力＞

７

⑦ 支払代行機関から熊本市外分の接種費用がそれぞれの医療機関に支払われる。

※ 予診票は医療機関控えを保管する。

実務的には②のみ

③ 実績報告・接種費用の請求方法について

※ 熊本市分・熊本市外分の支払を、それぞれ予診票（医療機関控え）の件数を照合し、金額に相違がないか確認する。

前回配送時の空の保冷ボックスを返却



２ 各種手続き・事務処理について

P３２

● 各種手続き・事務処理に関するお問い合わせについて

各種手続き・事務処理に関する「医療機関専用」の問い合わせダイ
ヤルを熊本市新型コロナワクチンコールセンター内に設置。

（３月１日（月）開設予定）

「医療機関専用」お問い合わせダイヤル

☎ 電話番号
📠 FAX番号

０９６－３００－９３７７
０９６－２４７－６６４５

✉ メールアドレス
office@vaccines-city-kumamoto.jp

※ その他、熊本市HP上にお問い合わせフォームを作成予定

★ 熊本市独自 ★

本日の説明会についての質疑は、
上記メールアドレス宛にお送りください。


